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　【目的】　能装束は歴史的文化財であると同時に、日本の伝統的デザインの造形的遺産で

もある。本研究では現代ビジュアルデザインの観点から、能装束デザイいこ用いられた色

彩それぞれについての要素分析を通して、その配色の傾向を明らかにし、発想形式の特徴

を把握することを目的としている。

　【方法】　江戸期の能装東のうち、縫箔を対象とし、一領に使われている色彩の三属性（

HS Ｂ）についての要素分析を行なった。能装束デザインに配色されたそれぞれの色彩に

ついてのカラー情報は、コンピュータを用い、各要素について、Ｈは色相環の角度、Ｓ・

Ｂは〇～１００の比によって示される数値である。また比較の指標としては、日本色研の

トーン別色紙を同様に要素分析した。

　【結論】　コンピュータによって要素分析したカラー情報により、配色された色相間の相

関や偏り、色相と彩度・明るさとの関係などの、カラリングにおける表現形式上の手法の

特質が得られた。とりどりの鮮やかな色彩に彩られたように見える能装東のデザインも、

カラー情報を総合すると、対立色を主調とした限られた範囲の色相を基調としていること

が認められる。また、彩度や明るさも重要な役割を負っており、それらの配色の手法は日

本の伝統的感性を特徴づけるものである。それは、鮮烈な印象と格調という両極的な価値

を融和させる手法でもあることが理解された。
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　目的　被服における図柄のイメージに関する研究は、近年数多く報告されているが、そ

れらは静的イメージの研究であり、動的イメージについての報告は見当たらない。そこで

被服の代表的な図柄の１つである縦のストライプ柄をとりあげてフレアースカートを作製
し、スカートを揺動させた場合と静止させた場合のイメージの関連性を検討した。また静

置した平面状試料片のイメージとの関連性についても検討した。

　方法　①試料布はストライプの色と幅によるイメージ効果をみるために、市販されてい

る布の中から、白との２色配色でストライプが黒の1 mm幅(A,)、3 mm幅(A2)、lO四幅(Aa)

青のlO四幅(A.)、淡青の10mm幅(As)、紺の3 四幅(A.)、22 幅(A7)、水色の3 mi幅(A8)、

22 mm幅(A9)の９種類を選択した。素材は綿ブロードであるが、A,～AsとAb～Agではその種

類が異なる。②フレアースカートは４枚接ぎとし、布目方向を２種類設定した。③スカー

トを大腿部付人台に着用させ、静止時と速度125歩／分、角度40度懲揺動させた時のイメ

ージをSD法で評価し、因子分析法により解析した。また静置した60 x45cniの試料片に
ついても同様に解析し、それぞれの関連性を検討した。

　結果　①ストライプ柄のフレアースカートの静止時と揺動時のイメージは、共に明瞭・

活動、評価、感覚の３因子で表すことができた。②静止時と揺動時のイメージの違いは、

特に黒3 nun幅のストライプ柄において顕著に認められた。③試料片のイメージは３因子で

表されるが、各因子において高い負荷量を示す形容詞対は、スカートの場合とやや異なっ
た。④試料片とスカートのイメージの差は、ストライプ幅10mmの場合に表れやすい。
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